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　新酒のホロリεした氣分で結構だ。星好みの人達は，新春のよろこびを星に

も申し給へ。それも五分か十分もあれば充分で御座らう。齋藤雷雨は『酒の上

にて』月に封して管をまいたが，冷風に屠蘇の酵をさましながら星に管まくも

又格別で御座らう。一月も一一一一日二日がよからう。下仕事でもはじめるS，何か

ミ急がしからう。夕方もr思はるかに入が灯ミもす頃なれば』か。先づ六時頃戸

外に立って東の室を眺め給へ。東の土地の果から，眼のさめるやうに上って古

る星座がある。

　丁度其頃は天の河が東の地山に大艦直立するが，此の肚麗な星座は天の河の

右岸にある。オリオンの星座は即ちそれである。挿絵はその有檬の見取圖であ

るが，星ε星εの距離や角度は正確でない。けれさも，大腿挿絡を見て，實際

の室を見れば油島ー此の星があれだな位はわからうミ思ふ。

　オリオンの星座は天球上の最：美麗な景色で誰でも一渡聞けば，決して忘れる

事がない。否，讃者諸君は全部，よし名前は知らなくても，そう言ふ美しい星

座がある事は充分に御存知の事だミ思ふ。且つしばし眺めて居られるに蓮いな

い。大壷の構造は四角な箱の中に柄のついftrtます』があるS考へれば聞違いは

ない。九州地方でこの申の心々を『酒屋のます」ε云ふが，實際そう言ふ感じが

する。やはり正月だから屠蘇酒に二二があるらしいG

　さて外の四つの星はα（アルファ）β（ペタ）7（ガムマ）κ（カッパ）の四つ

であるが，アルフアミペタεは一等星である。アルファは特に赤い色をして居

るので一見して見わける事が出來るが，此の星は特に奪んでベテルゲウスミ言

ふ特別な名前までつけてある。他はみな白い色である。ベタも叉寵しく大きな星

で此の星はリゲルε言ふ名前がついて居る。ガムマミガツパは二等星である。

　次に四角な箱の中の『酒屋のます』であるが，そのうちの三つは特に光が張く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シンー直線にならんで居る。支那では昔からこれに『参』ミ言ふ名前を附した。上か

ら順次にδ（デルタ）ε（エプシロン）‘（ジタ）ミ言ふ名前がついて居るが三つ

共二等星である。ζε反謝の側にある星は三等星でη（イター）ε言ふ。又柄の

先端の星も三等星でt（dオタ）ε言ふ。他は皆もつxS幽かな星である。此の

外，圖に描かなかったが，四等星や五等星は以上のべた星目の附近に無藪に存

在・して居る。試うみに周園の四角な四つの星から出來て居る箱の中だけに幾つ

程の星を見る事が出來るか数へて見ナこまへ。

　酒屋のますの柄は五等二つεイオタの三等ミで三つからなって居るが（もつ
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ε詳しく言へば六等星が今一つあるが）その三つの星の響町あたりがぼんやり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
して居る。卸ちθ（テタ）ミ言ふ星の所が肉眼で見ただけでもボンやりミ光っ

て居る。これが有名なオリオンの大星雲で小さな平町鏡で見てもよく見える。

本誌の巻頭はオリオン大星雲の爲眞である。

に二）

　以上オリオン星座の紹介を試うみナこが，以下オリオン星座にからむ傳説を物

語らう。

　昔々，いつの世ミも知れぬ大昔にアトラスミ言ふ天球を支Nる紳檬があっ

たが此の紳様ε水の精ニムフεの間に出來ナこ子にプレアーーデス（スボル）ざ言ふ

薩

孫（Z－i一一M’Y一！Y　l）＞t．

霧

世にも美しい七人姉妹のお姫様があっナこつ此のお姫様達は容姿も美しかったが

心も清く聞入ミもそれはそれは美しい仲であっナこつで，いつも七人揃って居る

のが常だつたが或日七姉妹は打揃ふてボエオチヤε言ふ森を造影して居ナ：6所

がその近所には一入の大力無蔓な傲慢な猿師が住んで居て，それがオリオンな

のである。諸君は昔の星圖を御覧になるミオリオン星座の一帯に禮躯偉大な肚

者を見るであらう。それがオリオンである。所がそのオリ・オンが丁度その森に

やって來て，美しい七入の姫達に懸想した。そして執念深く彼女達の後を追ひ

廻すので七人は息も切れ切れに逃げ廻ったが，息切れて將に捕へられやうεし

tc時に，その時分に世界を支配して居ナこ轟様のジュピター（木星）は可愛想に思

って七人を可愛らしい鳩にして天上に飛ばせたミ言ふ。それが今日のプレヤデ

ス星目（スバル）で，オリオン星座の中の大きな三つの星を西北に延長するミす

ぐに議見する事が出土る。（プレヤデスに蜘・てに前號の天界な見よ）。
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　所でオリオンこ言ふ導師はイ中々の傲慢漢で飯時『世の中の動物で此の俺が征

服する事の出隅ない奴はない』の自慢した。するεジュピターの皇后のジュー

ノーは此れを聞いて大攣怒り早速一匹の恐しい蝸を途ってオリオンを刺させた

ので，流石の大力のオリオンもすぐに死んで仕舞つナこε言ふ。蜴は天球上では

スコルピオ星座で夏の夕に南の地李線上に見える。所が面白い事に洛コルピオ

星座ミオリオン星座εは天球上盤百八十度も離れ全・く正反封の所にある。支那

　　　　　　　シン
ではオリオンを『参』ふ事は前にも言ったがスコルピオは『商』ミ言って有名な杜

甫の詩にも

人生不相見。

今夕復何夕。

少肚能幾時。

訪奮孚爲鬼。

焉二二＋載。

　云々。

動下地即身。

滞陣燈燭光。

髪髪各巳蒼。

驚呼熱中膓。

重上君子堂。

なyC“NE言ってめつナこに相週はぬ讐へに迄用いられて居るがこんなに離れた蝸が

オリオンを刺し殺したεはさても長い蜴の針では御座らぬかe

（三）

　拐て今度は東洋に蹄って参ε商εの法雨を物語らう。左四に

　　子産日。昔高這氏有二子。伯日闘伯。季日實沈σ

　　居干噴林。不相三二。日尋干黄。以相征討。

　　后帝不域。三三二二商丘σ主辰。商人是因。

　　故辰爲商星。遷門門干大夏。主参。唐入是因。

　　以服事夏商……・……・・故参爲晋星。

Sある。筆者は漢文の知識が貧弱だから或は讃み建へるかも知れないが此れに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アツパクよれば，昔々高辛氏ε言ふ人に二人の男の子があったが兄の方を闘伯ε言い，
　　　　ジヅチン　　　　　　　　　　　　コウリン
弟の方を實沈ε言った。そして暖林ミ言ふ所に住居をして居たが，♂うしたも

のか兄弟仲が大喝悪くて侮日毎日武器を執って喧嘩ばかりして居テこので，その
　　　　　　　　　シヨウキユウ
後天子襟が兄の闘伯を平丘ミ言ふ所に写しナこ。關伯はその地方（南の方）でよく

見える夏の星の『辰』を守本愈εした。だから商の入達は此の星によって一年の

季節なり暦なりをきめたミ言ふ。だから此の星を叉商星ε言ふ。又天子檬は弟

の實沈を大夏ミ言ふ國に遷しナニ。實沈はその地方（北の方）でよく見える星の

r参』を守りNSしナこつ云々S。

　東西爾口説共オリオンεスコルピオの星座が仲の悪い所が面白いではない

か。


